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１．はじめに 

港湾分野では、生産性向上に向け、ICT浚渫工の基

準類の改定や提出書類の効率化等を検討している。 

また、昨年度より桟橋等を対象としたCIMの試行業

務が開始され、CIM導入ガイドライン（港湾編）の改

定等、今後のCIM活用に向けた検討を実施している。 

２．ICT浚渫工等の生産性向上に関する検討 

 ICT浚渫工における作業の効率化に向け、マルチビ

ーム測深におけるスワス角（音波を照射する範囲）・

重複率（音波を重複して照射する割合）の緩和につ

いて、現場検証をもとに検討した。スワス角・重複

率を一定緩和すること（図-1）により、測量船の航

行距離を減少させることができ、作業能力(時間・費

用)の効率化が期待される。現場検証の結果、土量計

算結果への影響が微小であることから、深浅測量マ

ニュアル等の基準類の改善を提案した。 

 

 

図-1 マルチビーム測深におけるスワス角等の緩和 

また、ICT浚渫工と水路測量では、類似する提出書

類が多数あり、書類作成において非効率な状況が生

じていると共に、マルチビーム測深により全域測深

可能となったにも関わらず、依然として水路測量業

務準則等にはシングルビーム測深の併用の旨が記載

されている。そこで、関係者へのアンケートやヒア

リングを通じ、測量作業や提出資料作成の効率化に

向け、提出書類一覧表（案）の作成、シングルビー

ム測深の併用解消を提案した。 

さらに、マルチビームで取得した点群データのノ

イズ処理時間の短縮化に向け、自動ノイズ処理技術

（CUBE）で処理するデータの妥当性を、水路測量で

の提出済データと比較することで検証しているとこ

ろである。 

３．港湾分野におけるCIM活用に向けた検討 

CIM活用の促進に向け、関係者へのアンケート等を

踏まえ、維持管理段階で必要とされるCIMの詳細度や

属性情報の項目を検討し、CIM導入ガイドライン（港

湾編）等の改善を提案した。また併せて、点検診断

結果（劣化度a,b,c,d）のCIMモデルへの反映を見据

え、効率的なCIMモデル作成を試行的に取り組み、活

用事例を提示した（図-2）。 

 

図-2 作成したCIMモデル（桟橋） 

４．おわりに 

今後、港湾分野における生産性をさらに向上させ

るため、引き続きICT浚渫工やCIM活用等に向けた検

討を進める予定である。 

スワス角緩和

重複率緩和

ラップ率
100％⇒20％

往復回数１／1.8
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１．研究の背景と目的 

航空需要が増大する中、空港供給側では、生産年

齢人口減少による将来の労働力不足が懸念されてい

る。国土交通省航空局はこれに対応するため、航空

分野において先端技術・システムを活用する「航空

イノベーション」の取組みの一環として、空港内を

走行する航空機地上支援車両（GSE）への自動運転技

術の導入を進めている。導入に向けて、空港内の運

用面・施設面での受入れ環境整備を検討する必要が

あることから、GSEの自動化による空港内交通流への

影響や課題を予め抽出することができるGSE自動走

行シミュレーションモデルの開発が求められている。 

 

２．GSEの動態把握とモデル化 

空港内には、旅客を輸送するマイクロバスや、貨

物を運搬するトーイングトラクターなど多種多様な

GSEが存在する。各GSEはその役割や航空機の運航ス

ケジュールに応じた作業行程に従い走行する（図-1）。 

図-1 航空機の発着に伴うGSEの動き 

また、空港内では航空機の走行が優先であり、GSE

への走行可能通路の設定や速度制限など空港毎に独

自の交通規則が定められている。このためGSEの動き

は、空港内交通に関する規程や現地の交通実態調査

を基に、車種毎の作業行程、駐機場までの走行ルー

ト、走行性能（加速度や前方車追従時の動き等）を

モデル化した。加えて、自動運転によるGSEの動きは、

自動運転技術の開発動向を踏まえ、現在の手動運転

によるGSEとの走行性能との違いをモデル化した。 

  

３．シミュレーションモデルによる交通流の評価 

シミュレーション画像は動画再生により、空港内

交通流の時系列変化を視覚的に確認できる（図-2）。

また、シミュレーション結果から全GSEのブレーキ回

数や走行時間の総量、渋滞の発生箇所を抽出するこ

とで、車両交通の安全性や効率性を評価できる。 

図-2 シミュレーション画像のイメージ 

 

４．今後の展開 

将来の自動運転車の走行性能や車種別の自動運転

導入率等を複数ケース設定し、シミュレーションを

行い、自動運転導入による影響を評価する予定。 

☞詳細情報はこちら 

1) 国土交通省航空局 第4回空港制限区域内の自動

走行に係る実証実験検討委員会 資料2  
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